
各
地
整
、
地
理
院
で
は
、
例

年
７
月
初
め
か
ら
中
旬
に
か
け

来
年
度
の
「
再
任
用
募
集
要
領
」

が
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
「
募
集

要
領
」
で
は
、
職
務
の
級
に
つ

い
て
「
行
一
適
用
者
は
、
行
一

の
２
～
５
級
と
す
る
」
と
さ
れ
、

短
時
間
勤
務
の
場
合
、
指
導
官

ポ
ス
ト
の
新
設
な
ど
ユ
ニ
オ
ン

の
要
求
に
よ
り
、
管
理
職
経
験

者
は
４
級
以
上
の
職
務
の
級
に

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
し

か
し
な
が
ら
、
昨
年
度
及
び
今

年
度
に
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
さ

れ
た
管
理
職
経
験
者
は
３
級
格

付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
募
集
要
領
」
で
は
常
時
勤

務
（
フ
ル
タ
イ
ム
）
と
短
時
間

勤
務
（
ハ
ー
フ
タ
イ
ム
）
別
に

職
務
の
級
が
記
載
さ
れ
て
お
ら

ず
、
定
数
の
枠
内
・
枠
外
が
あ

る
と
し
て
も
、
フ
ル
タ
イ
ム
の

場
合
も
従
来
通
り
管
理
職
経
験

者
に
は
４
級
以
上
に
格
付
け
で

き
る
定
数
を
確
保
す
る
こ
と
は

当
然
と
言
え
ま
す
。

２
０
１
１
年
（
平
成
２
３
年
）

９
月
３
０
日
、
人
事
院
は
「
定

年
を
段
階
的
に
６
５
歳
に
引
き

上
げ
る
た
め
の
国
家
公
務
員
法

等
の
改
正
に
つ
い
て
の
意
見
の

申
出
」
を
内
閣
と
国
会
に
行
っ

て
い
ま
す
が
、
そ
の
中
で
は
下

表
の
よ
う
に
６
０
歳
を
超
え
る

職
員
の
年
間
給
与
は
６
０
歳
前

の
７
０
％
と
す
る
考
え
が
示
さ

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

フ
ル
タ
イ
ム(

常
時)

勤
務
の
３

級
格
付
け
の
賃
金
で
は
６
０
歳

前
の
年
間
給
与
の
７
０
％
に
は

遠
く
及
び
ま
せ
ん
。

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
者
は
、

定
年
前
の
職
責
に
関
わ
ら
ず
空

き
ポ
ス
ト
と
な
っ
て
い
る
係
長

の
職
務
に
つ
き
、
職
種
な
ど
に

よ
っ
て
は
従
前
よ
り
業
務
が
増

え
て
い
る
場
合
も
あ
り
、
現
役

同
様
の
業
務
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
管
理
職
経
験
者
の
場
合
、

定
年
前
に
培
っ
た
能
力
と
経
験

を
活
用
し
得
る
ポ
ス
ト
と
し
て

ス
タ
ッ
フ
ポ
ス
ト
に
配
置
す
る

こ
と
が
適
切
だ
と
考
え
ら
れ
ま

す
。ま

た
、
培
っ
た
能
力
と
経
験

を
生
か
せ
る
業
務
と
６
０
歳
前

の
年
間
給
与
の
７
０
％
に
な
る

よ
う
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
も
せ

め
て
４
級
以
上
に
格
付
け
し
、

期
末
勤
勉
手
当
の
支
給
月
数
を

上
げ
る
こ
と
は
道
理
あ
る
要
求

で
す
。

６
月
９
日
閣
議
決
定
さ
れ
た

「
経
済
財
政
運
営
と
改
革
の
基

本
方
針
２
０
１
７
」
で
は
「
公

務
員
の
定
年
の
引
き
上
げ
に
つ

い
て
、
具
体
的
な
検
討
を
進
め

る
」
と
し
て
お
り
、
一
部
の
新

聞
報
道
で
は
「
公
務
員
の
定
年

延
長
に
向
け
内
閣
人
事
局
、
人

事
院
、
厚
生
労
働
省
な
ど
の
関

係
省
庁
に
よ
る
検
討
会
議
を
設

置
し
、
６
０
歳
以
上
の
給
与
抑

制
幅
や
定
数
の
調
整
方
法
な
ど

を
検
討
し
早
け
れ
ば
来
年
秋
の

臨
時
国
会
に
国
家
公
務
員
法
な

ど
の
改
正
案
を
提
出
す
る
見
通

し
」
と
の
報
道
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
さ
ら
な
る
賃
金
抑
制
を
伴

う
定
年
延
長
を
許
さ
ず
、
定
年

延
長
ま
で
は
フ
ル
タ
イ
ム
再
任

用
と
賃
金
引
き
上
げ
や
現
役
職

員
か
ら
も
歓
迎
さ
れ
経
験
、
知

識
が
生
か
せ
る
業
務
内
容
な
ど

の
処
遇
改
善
を
要
求
し
て
い
き

ま
す
。

疑
惑
の

徹
底
解
明
を

「
森
友
学
園
」
「
加
計
学

園
」
問
題
で
は
政
権
に
よ
る

行
政
へ
の
圧
力
、
私
物
化
の

疑
惑
が
顕
在
化
し
て
い
ま

す
。
加
計
学
園
の
獣
医
学
部

の
新
設
で
は
、
「
総
理
の
ご

意
向
」
と
し
て
内
閣
府
か
ら

文
科
省
へ
「
圧
力
」
が
か
け

ら
れ
た
と
さ
れ
、
文
科
省
前

事
務
次
官
は
「
行
政
が
歪
め

ら
れ
て
い
る
」
と
公
表
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
森
友
学
園

へ
の
土
地
売
買
（
売
り
払
い
）

の
経
緯
な
ど
余
り
に
も
不
透

明
で
あ
り
、
行
政
の
政
権
へ

の
「
忖
度
」
が
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
憲
法
で
は
「
す
べ
て

の
公
務
員
は
全
体
の
奉
仕
者

で
あ
っ
て
、
一
部
の
奉
仕
者

で
は
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、

行
政
の
中
立
性
や
公
正
性
が

政
権
に
よ
る
指
示
や
圧
力
で

歪
め
ら
れ
て
い
る
と
す
る
な

ら
大
問
題
で
す
。
ま
た
、
文

科
省
の
副
大
臣
は
、
一
般
論

と
し
な
が
ら
も
内
部
告
発
者

に
対
し
守
秘
義
務
違
反
と
し

て
処
分
の
可
能
性
に
言
及

し
、
真
相
究
明
に
真
摯
に
取

り
組
む
姿
勢
と
は
な
っ
て
い

ま
せ
ん
。
政
府
は
こ
う
し
た

国
民
か
ら
の
疑
惑
を
放
置
す

る
こ
と
な
く
調
査
を
行
い
、

真
相
を
究
明
し
、
行
政
へ
の

信
頼
を
取
り
戻
す
こ
と
が
求

め
ら
れ
ま
す
。
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各
地
方
整
備
局
・
地
理
院
で
２
０
１
８
（
平
成
３
０
）
年

度
採
用
の
再
任
用
の
募
集
要
領
が
出
さ
れ
始
め
て
い
ま
す
。
ユ

ニ
オ
ン
の
長
年
に
わ
た
る
運
動
に
よ
り
フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
は

昨
年
度
か
ら
地
理
院
で
、
北
陸
・
中
部
・
近
畿
地
整
で
は
今
年

度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
希
望
者
の
一
部
し
か
フ
ル
タ

イ
ム
再
任
用
が
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
低
賃
金
で
の
職
務
遂
行

な
ど
処
遇
改
善
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ユニオンに加入
を希望される方
下記アドレス

に「氏名・所属」
をメールくださ
い。
後ほど担当支

部から連絡させ
て頂きます。
k-union@alpha.
ocn.ne.jp



東
北
支
部
は
、
６
月
１
０
日

（
土
）
に
第
１
９
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
大
会
に
は
、

代
議
員
や
来
賓
等
含
め
１
３
名

が
参
加
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
で
は
、
年
齢
別
の

人
員
構
成
に
大
き
な
差
が
生
じ

て
お
り
、
若
年
層
が
極
端
に
少

な
い
実
態
に
な
っ
て
お
り
、「
出

張
所
係
長
の
空
き
ポ
ス
ト
大
幅

増
」な
ど
の
問
題
が
出
て
い
る
。

他
省
庁
の
実
態
や
定
員
要
求
の

内
容
等
を
粘
り
強
く
調
査
し
て

要
求
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
。

フ
ル
タ
イ
ム
再
任
用
実
現
の
追

及
、
管
理
職
深
夜
勤
務
手
当
の

支
給
実
態
、
休
日
当
番
制
の
問

題
、
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
手
当
、

情
報
公
開
と
労
使
関
係
な
ど
の

意
見
が
あ
り
、
活
発
な
討
論
が

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

東
北
支
部

東
北
支
部

関
東
支
部
は
、
６
月
１
７
日

（
土
）
に
都
内
で
第
２
０
回
定

期
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

職
場
の
実
態
で
は
、
年
々
空

き
ポ
ス
ト
が
増
え
て
い
る
。
特

に
出
張
所
の
空
き
ポ
ス
ト
の
増

は
危
機
管
理
体
制
に
問
題
が
あ

る
こ
と
。
テ
ッ
ク
フ
ォ
ー
ス
に

関
東
支
部

関
東
支
部

つ
い
て
は
、
問
題
点
の
改
善
を

追
及
し
て
き
た
と
こ
ろ
、
派
遣

に
際
し
て
は
「
土
日
を
移
動
日

と
し
な
い
よ
う
な
派
遣
日
程
と

す
る
」
「
超
過
勤
務
手
当
が
支

給
さ
れ
な
い
管
理
職
員
は
な
る

べ
く
派
遣
し
な
い
」
な
ど
支
部

が
問
題
点
と
し
て
指
摘
し
て
き

た
事
項
に
配
慮
し
た
派
遣
を
行

う
な
ど
、
少
し
ず
つ
解
決
し
て

き
て
い
る
状
況
に
あ
る
こ
と
が

報
告
さ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

要
求
総
対
話
の
観
点
で
若
年
層

管
理
職
員
の
要
求
政
策
、
課
題

を
明
確
に
し
て
運
動
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ

れ
ま
し
た
。

中
部
支
部

中
部
支
部

中
部
支
部
は
、
６
月
１
０
日

（
土
）
名
古
屋
市
に
お
い
て
、

第
２
０
回
定
期
大
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
大
会
に
は
、
代
議
員

・
来
賓
を
含
め
て
２
７
名
が
参

加
し
、
ユ
ニ
オ
ン
の
一
年
間
の

活
動
を
総
括
す
る
と
と
も
に
、

２
０
１
７
年
度
の
活
動
方
針
及

び
新
執
行
部
を
選
出
し
成
功
裏

に
終
了
し
ま
し
た
。

定
員
削
減
が
進
む
中
で
、
地

整
当
局
は
事
務
所
・
出
張
所
の

空
き
ポ
ス
ト
に
つ
い
て
は
必
要

な
ポ
ス
ト
で
あ
り
削
減
は
し
な

い
と
回
答
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
度
に
な
っ
て
事
務
所
・
出
張

所
の
空
き
ポ
ス
ト
が
大
幅
に
増

加
し
て
い
ま
す
。
出
張
所
の
係

長
が
空
き
ポ
ス
ト
に
な
り
、
併

任
や
再
任
用
者
で
補
充
し
て
い

ま
す
が
十
分
な
対
応
と
な
っ
て

い
な
い
た
め
、
多
く
の
出
張
所

長
か
ら
災
害
対
応
等
の
管
理
体

制
が
不
安
で
あ
り
、
早
急
に
一

人
出
張
所
を
解
消
し
出
張
所
の

組
織
強
化
を
図
る
べ
き
と
い
う

意
見
が
多
く
出
さ
れ
ま
し
た
。

ユ
ニ
オ
ン
の
運
動
で
今
年
度

フ
ル
タ
イ
ム
の
再
任
用
を
実
現

さ
せ
ま
し
た
が
、
年
金
支
給
年

齢
が
６
５
歳
に
引
き
上
げ
ら
れ

る
３
年
後
に
は
、
人
事
院
も
定

年
年
齢
の
引
き
上
げ
に
つ
い
て

報
告
を
行
う
可
能
性
が
あ
り
、

中
部
支
部

中
部
支
部

中
部
地
整
に
お
い
て
フ
ル
タ
イ

ム
の
再
任
用
者
が
い
な
け
れ

ば
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
な
く
て
も

業
務
が
回
る
こ
と
に
な
り
定
年

年
齢
の
引
き
上
げ
を
勝
ち
取
る

た
め
に
も
、
中
部
地
整
は
フ
ル

タ
イ
ム
の
再
任
用
者
が
多
く
い

る
こ
と
で
業
務
を
遂
行
し
て
い

る
と
い
う
実
績
を
作
る
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
ま
し
た
。

北
陸
支
部
は
、
６
月
１
０
日

（
土
）
に
第
２
０
回
定
期
大
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

主
な
意
見
で
は
、
パ
ワ
ハ
ラ

問
題
、
ダ
ム
管
理
所
の
人
員
体

制
、
出
張
所
の
係
長
ポ
ス
ト
の

北
陸
支
部

北
陸
支
部

欠
員
、
処
遇
改
善
で
は
再
任
用

フ
ル
化
に
伴
う
問
題
な
ど
、
重

要
な
意
見
が
出
さ
れ
、
引
き
続

き
実
現
に
向
け
当
局
に
迫
る
こ

と
を
確
認
し
ま
し
た
。

２９６号（2） 国交管ユニオンニュース ２０１７年７月１３日

管
理
職
ユ
ニ
オ
ン
各
支
部
で
は
、
５
月
２
７
日
～
２
８
日
の

全
国
大
会
終
了
後
、
定
期
大
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
号

は
各
支
部
大
会
の
報
告
を
し
ま
す
。

紙
面
の
都
合
で
本
号
に
掲
載

出
来
な
か
っ
た
支
部
に
つ
い

て
は
次
号
以
降
に
掲
載
し
ま

す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。


